
一般財団法人  経済調査会

わが国では欧米に比べて建築物の寿命が短いと言われています。建築物の維持保全と長寿命化のための取
組みが進んでいますが、それでも、都市部では依然としてスクラップアンドビルドが続いています。
新築・リニューアルを問わず、品質が高く、耐震性・浸水対策・居住性などの基本性能に優れていること、
メンテナンスがしやすく、環境との調和や社会の変化に適応しやすいことなど、使用者や居住者に長く愛
される「いい建築」をつくることは、建築物の長寿命化、環境負荷低減、ひいてはSDGsの実現にも
つながります。
本特集は、こうした「いい建築」をつくるための幅広い情報を特設コラム建築材料FOCUSととも
に提供いたします。
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ニーズが高い材料･工法･設備をピックアップし、市場動向ならびに注目製品
を捉えながら、設計･施工に役立つ情報を詳しく紹介しています。

建築材料FOCUSとは
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広告特典

「商品ファイル」は、建設総合ポータルサイト「けんせつPlaza」にも
電子カタログとして掲載されます。

特典2 WEBにも一年間無料掲載！

建設総合ポータルサイト「けんせつPlaza」とは？

一般財団法人 経済調査会が運営する建設資材・工法の検索サイト。
月間約160万PV(2024年1月現在)を誇り、ユーザー数は38万を超える。
主なユーザーは、発注官庁、ゼネコン、建設コンサルタントなど。
https://www.kensetsu-plaza.com

「月刊 積算資料」に商品ファイル無料掲載！
貴社製品の解説記事。統一フォーマットのため、広告ではなくカタログ記事として読んでいた
だけるので、読者の信頼性が高く、優れたPR効果が期待できます。本特集にご出稿いただくと、
「月刊 積算資料」に無料で掲載されます。
※出稿される広告により、サイズ等が異なります。
　詳しくは下記料金表をご参照ください。

特典1

スケジュール

●お問い合わせ・ご用命は

上記の料金は1回の掲載料金で、レイアウト料、データ制作料は含んでおりません。（商品ファイルを除く）
掲載原稿はデジタルデータで入稿してください。また、入稿時に ①出力見本　②データ仕様書を提出してください。

商品ファイルは、当会にて原稿作成いたしますので（無料）、カタログなど素材のご提供をお願いいたします。
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「ダイケンハイブリッド天井」

大建工業㈱　　TEL：03-6271-7767
https://www.daiken.jp/

本製品は、オリジナル形状の軽天材を同一面内で格子状に組み上げ
た天井下地に、捨張り材や仕上げ材を直接施工する耐震天井である。
熊本地震の際、避難所として使用予定であった施設が天井等の被害
で使用できなかった事例が見られた事などにより、BCPの観点から、
特定天井以外でも、設計者の判断により安全を確保する事例が増え
ている。天井落下の主な要因は、吊り天井を支える「クリップ」の外
れ、「ハンガー」の損傷などである。本製品は、独自の新耐震天井工
法を採用し、この課題に対応。システム天井の高い剛性・省施工性と、
在来天井の自由度を融合した。耐震性能の異なる4グレードをライ
ンナップする。
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